
背景・目的

江差町が管理する橋梁は、2019年1月1日現在で59橋（歩道橋1橋・跨線橋1橋については廃橋予定）あります。

このうち、建設後50年以上を経過する高齢化橋梁は、現時点で6橋で全体の10％ですが、80％以上が1980年代以前

に建設されているため、20年後には管理橋梁の83％にあたる49橋が高齢化橋梁となります。このような状況から、今

後増大が見込まれる橋梁の修繕・架替えに必要な経費について、可能な限りコスト縮減を図る取り組みが不可欠です。

道路交通の安全性を守る目的で、これまでの【事後保全的対応】から【計画的かつ予防的な対応】に転換し、橋梁の長寿

命化によるコスト縮減を図ります。

健全度の把握および 対象橋梁の損傷状況 対象橋梁の修繕費用に関する
日常的な維持管理に関する基本的な方針 基本的な方針および効果

1.健全度の把握の基本方針 ～Ⅳ判定となり、Ⅰ：3％、Ⅱ：32％、Ⅲ：65％の区分 予防的な修繕を実施することによる長寿命化、なら

国土交通省道路局「道路橋定期点検要領」を基本と となっています（※判定Ⅳは無し）。これより優先順位等 びに計画的な架替えによりライフサイクルコストの

した定期点検や日常的な維持管理によって得られた を考慮し、Ⅲ判定より順次補修を実施します。 縮減を図ります。

結果に基づき、橋梁の損傷を早期に把握します。 今後60年間の事業費を比較すると、従来の大規模

修繕更新型が70億円に対し、長寿命化修繕計画の

2.日常的な維持管理に関する基本的な方針 実施による予防保全型が28億円となり、約47億円

橋梁を良好な状態に保つため、日常的な維持管理と のコスト縮減が見込まれます。

してパトロールや清掃（特に排水桝の土砂詰まりや

橋座の土砂堆積除去）などの実施を徹底します。

橋梁長寿命化修繕計画策定担当部署および意見聴取した学識経験者
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今後20年間で橋の高齢化が急速に進行
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今後10年間における架替えおよび補修対象橋梁一覧と工事計画内容（予定案）

工 事

設計委託

設計委託

【主桁】塗装塗替工　【伸縮装置】取替工　【支承】モルタル補修工
【防護柵】取替工　【床版】床版防水工+コンクリート補修工

【主桁】塗装塗替工　【床版】床版防水工
【下部工】コンクリート補修工　【伸縮装置】取替工

【主桁】塗装塗替工　【床版】床版防水工　【防護柵】取替工
【下部工】コンクリート補修工　【伸縮装置】取替工

【主桁】塗装塗替工　【伸縮装置】取替工
【床版】床版防水工+コンクリート補修工

【下部工】コンクリート補修工
【伸縮装置】取替工

【主桁】コンクリート補修工+表面含浸工
【下部工】コンクリート補修工

工 事

設計委託 工 事

【主桁】コンクリート補修工+表面含浸工+床版防水工
【下部工】コンクリート補修工　【伸縮装置】取替工
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工 事

【支承】モルタル補修工
【下部工】コンクリート補修工

【床版】コンクリート補修工+床版防水工
【支承】取替工　【伸縮装置】取替工

【支承】取替工
【伸縮装置】取替工

【主桁】塗装塗替工
【床版】塗装塗替工+補強工
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2025

小黒部1号橋

設計委託

問屋橋2号

工 事

逆川橋

設計委託 工 事

設計委託 工 事

鯎川大橋

設計委託

問屋橋1号

平野橋

夏原橋

中の橋

中崎橋

設計委託 工 事

上椴川橋

設計委託 工 事

鯎川１号橋

設計委託 工 事


